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藤田 弥生，? 堀越真奈美，? 茂木真由美?
山根 正之，? 川俣 綾，? 小野 一美?
小川 妙子 ?
（１ 群馬県立がんセンター ５階東病棟）
（２ 同 歯科口腔外科）
抗がん剤治療中は,口腔粘膜が特に影響を受けやすく,
多くのトラブルが発生する.口腔内の衛生状態は,口腔
粘膜炎の発症リスクに密接に関係するため,抗がん剤治
療開始前から正しい口腔ケアを行って口腔内細菌叢を整
え,常に口腔内を清潔にしておくことが大切となる.口
腔粘膜炎の悪化は潰瘍や出血部位からの全身感染症を引
き起こすことがあり,さらに,口腔粘膜炎による疼痛は
食事摂取機能の障害やコミュニケーション機能の低下,
闘病意欲の低下を招き,患者のQOLを著しく低下させ
る重大な問題へと繫がる.
口腔粘膜障害対策として重要なのは,医療スタッフが
患者と家族に口腔ケアの重要性を理解してもらい,患者
自身が口腔内の観察をしながら口腔ケアを継続して行う
患者参加型のケアを支援していくことである.
当病棟では平成 19年より歯科口腔外科と口腔粘膜障
害予防に対する取り組みを行っている.今までの共同研
究内容は以下の 3つである.
①病棟看護師への口腔ケアに対するアンケート調査の
実施
②看護師の口腔ケアに対する意識向上と知識・技術の
統一化に向けての取り組み
③口腔ケアに対する血液疾患患者のセルフケア能力向
上への取り組み
さらに,口腔粘膜障害予防に対する病棟での取り組み
として,化学療法前の歯科口腔外科受診の確立や,終末
期やレスピレーター装着中の患者などに対しても往診可
能なシステムの確立を実施.また,病棟スタッフに対し
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